
東北農林専門職大学（仮称）の概要

（１）学部：農林業経営学部（入学定員40名 ３年次編入定員４名 収容定員168名）

学科：農業経営学科 （入学定員32名 ３年次編入定員２名 収容定員132名）
森林業経営学科（入学定員８名 ３年次編入定員２名 収容定員36名）

（２）学位：農業学士（専門職） ／ 森林業学士（専門職）

１ 学部・学科・学位等

２ 設置意義及び養成する人材像

〇 養成する人材像を踏まえて策定した卒業認定・学位授与の方針を達成するため、基礎科目、
職業専門科目、展開科目及び総合科目を体系的に配置し、教育課程を編成している。

〇 講義だけでなく、学内外で行われる豊富な実習が特徴となっており、理論と実践をバランス
良く学ぶことができる。

（１）学ぶ内容
農業・森林業の生産や経営、加工、販売等に係る知識と理論に裏付けられた技術、地域活性

化に向けた課題抽出と解決の実践的手法、農業・森林業と密接に関連する分野の応用的な知識
（発酵・醸造、建築、観光等）などを学ぶ。

（２）臨地実務実習（２年次～４年次、各年30日間）
山形県を中心として、東北６県の農業経営体・森林業事業体（山形県内 326か所、東北５県

33か所）において、生産技術・経営管理に関する実践的な知識・技術、経営戦略等を段階的・
継続的に学修する。

３ 教育課程の編成

【設置意義】

〇 現場の先進的な経営や高度な生産技術を生きた教材として、経営感覚と現場感覚に優れ、
理論に裏打ちされた実践力を備えた人材を育成

〇 国際的な視点を踏まえて物事をとらえ、戦略的な農林業経営に取り組める人材を育成

〇 農林業を核とした関連産業の振興や価値の創出に資する人材育成及び研究開発を担い、
「東北創生」の拠点となる

【養成する人材像】

〇 国際情勢など時代の変化に対応した経営戦略を構築できる人材

〇 地域をけん引できる人材

設置計画は現在認可申請中
（令和６年４月開学予定）

※ 設置計画は予定であ
り、内容が変更となる
場合があります。
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４ 入学者選抜の概要

区分 一般選抜 総合型選抜 指定校推薦型選抜
特別選抜

（社会人、私費外国人
留学生）

選考
方法

英語、数学、理科、
面接、小論文、調査
書、志望理由書

調査書、小論文、面
接、志望理由書

調査書、面接、志望
理由書

書類、面接、志望理由
書

人数
農業経営学科１０名
森林業経営学科２名

農業経営学科１０名
森林業経営学科２名
（東北優先枠を検
討）

農業経営学科１２名
森林業経営学科４名
（山形県内高校から
推薦）

農業経営学科若干名
森林業経営学科若干名
（総合型選抜の内数）

※ 設置計画は予定であり、内容が変更となる場合があります。

５ 施設整備

〇 所在地：山形県新庄市大字角沢1366
（現在の山形県立農林大学校の敷地内）

〇 校舎は新築（令和５年12月完成予定）

〇 教育研究上必要となる施設等を令和
５年度中に整備。

【大講義室イメージ】

【学生食堂イメージ】 【ロビーイメージ】


